
宮城県監査委員告示第１２号 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第４項の規定により実施した公営企業会計の

定期監査の結果は次のとおりです。 

 

平成１９年９月７日 

 

 

                       宮城県監査委員 畠 山 和 純 

                       宮城県監査委員 袋     正 

                       宮城県監査委員 遊 佐 雅 宣 

                       宮城県監査委員 谷地森 涼 子 

          

 

１ 監査実施機関及び監査実施年月日並びに事業概要等 

別紙のとおり 

２ 監査結果 

平成１８年度の財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理の事実が地方自治法第２条

第１４項及び第１５項の規定の趣旨に沿って行われているかについて，特に意を用いて行いまし

た。  

  その結果，公表すべき指摘事項は下記のとおりであり，その他の軽易な事項については関係機

関に注意をしました。 

         

記 

（１）企業局公営事業課 

     仙南工業用水道事業において，返済の見込みのない一般会計借入金の累積及び精算の見込み

のない建設仮勘定の累積が認められたので，七ヶ宿ダム使用権の取扱いを含めた事業の方向性

及び当該建設仮勘定についての会計処理方針を明らかにし，早急に改善策を検討されたい。 

   （内容） 

    平成１８年度末 建設仮勘定残高      １２，０６０，６９７，９４９円 

            一般会計からの借入金残高  ７，８１３，３０１，０００円 

 

（２）病院局県立病院課 

   各病院において過年度分の入院収益等未収金が認められたので，引き続き収納促進及び未収

金の発生防止のための対策を講じられたい。 

   （内容） 



平成１８年度末過年度未収金  ９０，１９２，９５５円（こども病院を含む病院計） 

    参考：前年度末過年度未収金  ７５，０００，９６９円（     〃     ）  

 

（３）循環器・呼吸器病センター 

   入院収益等において，過年度の未収金が認められたので，引き続き収納促進と未収金の発生

防止対策を講じられたい。 

   （内容）  

    平成１８年度末過年度未収金  １１，３２８，２９４円 

    参考：前年度末過年度未収金  １０，５９６，０１９円 

 

（４）精神医療センター 

ア 職員による入院患者の預り金着服が認められたので，今後再発しないよう対策を講じら

れたい。 

    （内容） 

被害額 ３，１１８，５６５円 

   イ 入院収益等において，過年度の未収金が認められたので，引き続き収納促進と未収金の

発生防止対策を講じられたい。 

    （内容） 

  平成１８年度末過年度未収金  ４０，８２７，８００円 

     参考：前年度末過年度未収金  ３４，７４５，１０４円 

 

（５）がんセンター 

   入院収益等において，過年度の未収金が認められたので，引き続き収納促進と未収金の発生

防止対策を講じられたい。 

   （内容） 

平成１８年度末過年度未収金  ２６，１５５，３１３円 

    参考：前年度末過年度未収金  ２０，８８７，５１９円 

 



別紙

○宮城県水道用水供給事業会計

１ 実施した監査箇所及び監査年月日

企業局公営事業課 ７月 ９日

大崎広域水道事務所 ６月１２日

仙南・仙塩広域水道事務所 ６月 ７日

２ 事業概要

本事業は，市町村の水道事業に対し水道用水を供給するもので，その概要は次のとおりである。

( )事業 供給
事 業 名 水 源 計画給水 給 水 能 力 供 給 対 象 市 町 村量

開 始 年 度

大崎市 , 栗 原市 , 加 美町

漆沢ダム 涌 谷 町 ， 美 里 町 ， 大 和 町１日最大 １日最大
昭和55年度大崎広域水道事業

南川ダム 大郷町 , 富 谷町 , 松 島町12万㎥ 10万1,150㎥

大衡村 (1 0市町村)

仙 台 市 , 塩 竈市 , 白 石市

名取市, 角田市, 多賀城市
１日最大 １日最大仙南 ・仙塩広域

岩沼市, 蔵王町, 大河原町
七ｹ宿ﾀﾞﾑ 平成２年度

村田町 , 柴 田町 , 亘 理町55万 27万
3,300 9,000㎥水 道 事 業 ㎥

山元町，松島町 , 七ヶ浜町

利府町，富谷町 ( 1 7市町 )

３ 事業実績

平成１８年度における事業実績は，次のとおりである。

（自 平成18年4月1日 至 平成19年3月31日）

決 算 額 経 営 状 況

給 水 量事 業 名
事 業 収 益 事 業 費 用 当 年度 純利益 当年度未処分利益剰余金

千 千円 千円 千円 千円大 崎 広 域 â

水 道 事 業 21,867 3,512,987 2,900,506 596,613 596,613

仙南・仙塩広域

水 道 事 業 76,312 14,283,797 12,491,712 1,787,716 1,787,716

合 計 98,179 17,796,784 15,392,218 2,384,329 2,384,329

(注)１ 合計の金額は，千円未満を切り捨てている。

２ 決算額の金額は消費税を含むが，経営状況の金額は消費税を除いた経理処理に基づく額である。



○宮城県工業用水道事業会計

１ 実施した監査箇所及び監査年月日

企業局公営事業課 ７月 ９日

大崎広域水道事務所 ６月１２日

仙南・仙塩広域水道事務所 ６月 ７日

２ 事業概要

本事業は，工場及び事業所に対し工業用水を供給するもので，その概要は次のとおりである。

事業(給水)
事 業 名 水 源 給 水 能 力 給 水 区 域

開始年度

仙台市，塩竈市，多賀城市，七ヶ浜町
昭和36年度仙 塩 工 業 用 水 道 事 業 大倉ダム １日最大10万㎥

利府町，大和町，富谷町 (７市町)

仙台市，名取市，多賀城市，七ヶ浜町
昭和51年度仙台圏工業用水道事業 釜房ダム １日最大10万㎥

利府町 （５市町）

大崎市，加美町，大和町，大衡村１日最大
昭和55年度仙台北部工業用水道事業 漆沢ダム

5万8,500㎥ （４市町村）

注） 上記以外に，仙南地域における工業用水道の水源を確保するため「七ヶ宿ダム」（取水量１日最大（

5万5,900 相当）の維持管理費を負担している。㎥

３ 事業実績

平成１８年度における事業実績は，次のとおりである。

（自 平成18年4月1日 至 平成19年3月31日）

決 算 額 経 営 状 況

当年度未処分利益剰余金事 業 名 給 水 量
事 業 収 益 事 業 費 用 当 年度 純利益

（ 未処理 欠損金△）

千 千円 千円 千円 千円仙 塩 工 業 用 â

水 道 事 業 12,114 701,996 671,055 25,739 400,183

仙 台 圏 工 業 用

水 道 事 業 15,835 401,847 389,426 11,227 575,983

仙台北部工業用

水 道 事 業 7,820 523,304 460,326 62,707 △ 1,466,217

合 計 35,769 1,627,147 1,520,807 99,673 △ 490,051

(注)１ 合計の金額は，千円未満を切り捨てている。

２ 決算額の金額は消費税を含むが，経営状況の金額は消費税を除いた経理処理に基づく額である。



○宮城県工業用地等造成事業会計

１ 実施した監査箇所及び監査年月日

企業局公営事業課 ７月 ９日

仙台用地造成事務所 ６月２９日

２ 事業概要

本事業は，仙台港とその背後地の用地を取得し，工業用地等の造成・分譲を行っている。

３ 事業実績

平成１８年度における事業実績は，次のとおりである。

（自 平成18年4月1日 至 平成19年3月31日）

決 算 額 経 営 状 況

事 業 名
事 業 収 益 事 業 費 用 当 年 度 純 利 益 当年度未処分利益剰余金

千円 千円 千円 千円
工業用地等造成事業 417,676 280,092 137,583 264,275

(注)金額は，千円未満を切り捨てており，消費税が含まれている。



○宮城県地域整備事業会計

１ 実施した監査箇所及び監査年月日

企業局公営事業課 ７月 ９日

２ 事業概要

本事業は，仙台港国際ビジネスサポートセンターの管理運営及び他会計に対する資金の貸付事業を

行っている。

３ 事業実績

平成１８年度における事業実績は，次のとおりである。

（自 平成18年4月1日 至 平成19年3月31日）

決 算 額 経 営 状 況

事 業 名 当 年 度 純 利 益 当年度未処分利益剰余金
事 業 収 益 事 業 費 用

（ 損 失 △ ） （未処理欠損金△）
千円 千円 千円 千円

地 域 整 備 事 業 124,838 224,084 △ 99,895 △ 886,599

(注)１ 金額は，千円未満を切り捨てている。

２ 決算額の金額は消費税を含むが，経営状況の金額は消費税を除いた経理処理に基づく額である。



○宮城県病院事業会計

１ 実施した監査箇所及び監査年月日

病院局県立病院課 ７月 ９日

循環器・呼吸器病センター ６月１２日

精神医療センター ６月１３日

がんセンター ６月１３日

２ 事業概要

本事業において経営する病院は，次のとおりである。

病 院 名 病 床 数 診 療 科 目 開 始 年 月 日

呼吸器科,消化器科,循環器科,呼吸器
一般病床 昭和27年12月15日循環器・呼吸 200床 ( 150床)

外科,心臓血管外科,放射線科,麻酔科
( 50床)器病センター 結核病床

(７科）

床 (精神病床) 精神科, 神経科, 歯科 （３科） 昭和32年 4月12日精神医療ｾﾝﾀｰ 345

内科,呼吸器科,消化器科,外科,整形外

がんセンター 床 (一般病床。うち 科,形成外科，脳神経外科,泌尿器科,婦 平成 5年 4月 1日383

昭和42年4月1日緩和ケア病床 25床） 人科,眼科,耳鼻いんこう科,放射線科 (
)成人病ｾﾝﾀｰ

麻酔科 （１３科）

３ 事業実績

平成１８年度における事業実績は，次のとおりである。

（自 平成18年4月1日 至 平成19年3月31日）

決 算 額 経 営 状 況
入院患者数 外来患者数病 院 名

当 年 度 未 処 分当年度純利益
（延） （延） 利 益 剰 余 金事 業 収 益 事 業 費 用

（未処理欠損金△）（ 損 失 △ ）
人 人 千円 千円 千円 千円

循環器・呼吸
33,715 34,484 2,957,282 3,341,078 △ 423,606 △ 2,018,394器 病 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

98,147 38,926 2,502,536 2,402,803 89,103 1,454,893精神医療ｾﾝﾀｰ

がんセンター 112,318 75,398 7,286,951 7,621,150 △ 422,090 △ 342,231

県 立 病 院 課
(こども病院 16,051 181,663 △ 165,637 △ 1,471,858－ －
分を含む。)

合 計 244,180 148,808 12,762,820 13,546,694 △ 922,230 △ 2,377,590

(注)１ 合計の金額は，千円未満を切り捨てている。

２ 決算額の金額は消費税を含むが，経営状況の金額は消費税を除いた経理処理に基づく額である。

３ 県立病院課における費用については，各センターへの配分は行っていない。

４ 平成１８年４月１日に地方独立行政法人に移行したこども病院の会計の精算に伴い発生した額は，県立病院課

に含めている。


